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〔報告要冒〉
日本の金融システムをめぐる戦後期の議論において，一貫して議論の中心となってき
た論点は，わが国り金融システムと先進国たる英米の金融システムと目差異をどう理解
するかという問題であったように思われる。総力戦での敗戦という固有の事情もあり，
英米と日平との差異は，金融論の分野に限らず戦後の日本自社会科学の議論一般を強〈
方向付けた問題意識であったといえよう。
こD問題に対する説明として，昭和40年代ごろまで支配的であった見解は，わが固と
英米とD差異をいわば垂直的差異として捉え，英米自金融システム=先進，円本の金融
システム=後進と畳なすものであった。そLて日本は，後発であったが故に純粋な発展
を遂げることができず，単に後進であるばかりでなく，める種。「歪み」をもっている
とされることが多かった。
もちろんこうした見方自中には，いくつものパリエ γ毘ンが存在していた。けれど
も，単線的発展論に立つものであるとLヴ点では，それらはすべて共通しており，日本
の金融システムは，英米で発達した標準的な経済理論の適用によってはうまく説明でき
ない特異なものと理解されてきたといえる。すなわち，金融論の分野でも，かっτは
112 (ぬ2)
「日本特殊性論」が通説化していたとみちれる。
しかし昭和50年代以降 I日本特殊性論」は，急、遠にそり支持を失って」い〈。周知り
ようにそり背景には，昭和5口年代に入って，各種の経済指標でみて日本が先進国に完全
にキャッチ・アップしたこと，および二度の石油危機田際にみせた日木経済の「強吉」
という事実がある k考えられる。換言すると.日本経済を後進的で劣ったもDとみるこ
とは，近年では，多数白人々にとって実感にそぐわないものになってきたのである。
このために，日本経済に関する「日本特殊性論」に代わる新しい見方が，各分野で提
起されるようになり，金融論D分野もそり例外ではない。金融論の分野で近年支持を集
めつつある訴しい見方の lつは，単線的発展論に代えて類型論(多線的発展諭)の立場
をとるもりであり，日本と英米の差異を水平的差異(すなわち，特異性ではなく個性)
とLτ見るもりである。
この新しい見解は，金融システムのあり方に関して複数の基本型白存在を想定し，こ
れまで白日木の金融システムを英米型とは異なz別の基本型に属す品ものと理解しよう
とする。国際比較において英米を唯一の基準とせず，より広い国々の経験を参照しよう
とする点において，新しい見解は，従来の見解よりも聞かれた見方であると評価でき
る。
また，こうした見方の基礎には，最近の情報の経済学等白発達を踏まえた，広義D金
融制度を構成する種々白金融機関や金融市場の役割に関する応用ミクロ経済学的な分析
の進展ひある。本報告では，応用ミクロ経済学白立場から白金融理論研究目成果士簡単
にリーベイしたうえで，それらD成果を適用して考えると高度成長期のわが国の金融γ
ステムについて， どのような捉え方が可能であるかを試みに論じた。
